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がんと向き合う
親 子 と と も に

Hope Tree の
願いと支援の輪

NPO法人Hope Tree
代表理事

大沢 かおり

こ の た び は、貴 重 な 紙 面 を お 借 りして、 

私 た ち NPO 法 人 Hope Tree（https : //

hope -t ree . jp）の活動をご紹介させていただ

く機会をいただき、心より御礼申し上げます。

はじめに簡単に自己 紹 介させていただき

ます。 私 は 19 91 年より東 京 都目黒 区の東

京共 済 病 院 で 医 療ソーシャルワーカーとし

て 勤 務し、2 0 0 3 年 には自らも乳 がん の治

療 を 経 験しました。2 0 0 7 年からは 乳 がん

相 談 支 援 センター専 任となり、これまで 多

くの乳 がん患者さんの相談に対応してまい

りました。 そして 2 0 0 8 年、親ががんになっ

た 子ど もたちとそ の 家 族 を 支 えるた め に、

N PO 法人 Hope  Tree を設 立し、代表理事

を務めています。

乳 がん は、子 育 て 期 の 女 性にとって身 近

ながんの一つです。診断や治療に伴う変化

は、患 者さんご 本人 だ け でなく、ご 家 族 の

生 活にも大きな影 響を与えます。 患 者さん

と関わる中で、親の 病 気を経 験 する子ども

たちの心にも、不安や戸惑い、言葉にしづら

い感 情 があることに気づかされてきました。

治療によって家庭のリズムが 変わったり、理

由を知らされないままお母さんの 体 調 不良

を目の当たりにすることで、子どもたちにさ

まざまな影 響が生じることがあります。

Hope  Tree は、そうした子どもとその 家

族 を 支 えるた め に 設 立されまし た。 医 療

ソーシャルワーカー、臨 床 心 理 士、チャイル

ドライフスペシャリスト、医 師、看 護 師など、

多職 種の専門職が集まり、「親が病気になっ

ても、子どものたくましい力を育みたい」と

いう思いのもと活動しています。

当 時 の日本 では、「 親 が がんになった 子

ども」へ の支 援 は 前 例 が ほとんど なく、家

族 支 援においても子どもの視 点は見落とさ

れがちでした。 そこで 私 たちは、海 外 の 専

門 家を招いての講 演会 やワークショップを

開催し、2 010 年からは国内初となる子ども

支 援 プ ロ グ ラム CLI M B®（Ch i ld ren’s  

L ive s  I nc lude  Moment s  o f  Braver y） 

を開始しました。　　（ 次ページへつづく）
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CL I M B®（ クライム）は、親ががんと診 断

され た 家 庭 で 育 つ 6 歳 から 12 歳 の 子ど も

たちを対 象としたグル ープ プ ログラムで す。

親 ががんになるといろんな 気 持ちになりま

すが、「どんな気持ちになっても大丈夫」と

いうメッセージを伝え、工作などを通して自

分 の 気 持ちを表 現したり、周囲に伝える方

法を学び、「 対処する力」を育んでいきます。

親のがんを正しく理 解し、自分なりに受けと

めていけるよう、専門職 がやさしくサポート

しています。

また、同じような 経 験 をした 仲 間と出 会

い、共に過ごす時間そのものが、子どもたち

にとって大きな支えになります。「 自分だけ

じゃなかった」と感じられることが、安心感

や自己肯 定 感、そして親 の がんと向き合う

力へとつながっていきます。

これまでの参加者からは、「ママが病気っ

て聞いてすごく怖かった。でも、同じ気持ち

の 子が いてホッとした」　「 本当のことを話

せ たのがうれしかった」　「 １回目に行って

たのしくて、つぎが たのし みになって、とて

もうれしくなりました。さいごのひはかなし

かったです。またあいたいな、とおもってい

ます」　「 工作が 楽しかったで す」などの声

が寄せられています。

CLI M B 開 催 中、親（ 患 者さんと配 偶 者）

は別室で「CLI M B 親プログラム」に参加し

ます。 親 グル ープの目標 は、親 が がんであ

ることに関 連する悩みに子どもが 向き合う

のを親 が 手 助け できるようにすることで す。

セッションでは、親のがんと子どもの発 達に

関する情報、親自身のストレス管 理、親子の

コミュニケーション、回復 力を家族で高める

方法などを学びます。

参 加した がん 治 療 中 の お 母 様 方 からは、

「 同じ 境 遇の 子どもたちと、サポートしてく

ださるスタッフの 方々との 関 わりを 通して、

家 庭だけでは足りない部分に寄り添ってい

ただき、娘自身 が 心を 解 放 できたと感じて

います」「 がん の 話は“ 暗 いもの”という認

識だったので、できれば 話したくないものと

いう暗 黙 の了解 みたいなものがありました

が、一 緒に楽しく課 題をこなしていくうちに

ただ 現実に起きたひとつの出来 事として向

き合うものへと変化しました。」

「子どもには安心感を、親は新しい視 点を

授けてくれたと思います」「がんや治療によっ

てできた距離が縮まったように思います。気

分的に楽になりました。」「“不安”“悲しい”

と言葉に表したり、甘える事ができるように

CLIMBプログラムの活動風景①

「がんの治療を学ぶ時間」
キワニスドールに顔や洋服を描いた後、

お人形に点滴をして点滴の仕組みを学び

ます。親が受けている治療を知ることで、

怖さが和らぎます。

CLIMBプログラムの活動風景②

「仲間との交流のひとコマ」
自由時間に女の子がホワイトボードに仲間の

似顔絵を描き、名前を書いていました。同じよう

な経験をしている仲間の絆が生まれて、それが

子どもたちのこれからの力にもなっていきます。



3ピンクリボンNEWS　2025・夏　vol. 14　No. 2　52号

認定 NPO法人 J.POSH

なりました」「毎週すごく楽しみにしていまし

た。 私 以外 のがんのお母さんに会ったこと

やそのお友 達に出会えたことが嬉しく、安心

したようです。もっと話したいといっていま

した」といったお声をいただいています。

Hope  Tree では 情 報 提 供 にも力を入 れ

ており、「 子どもとがんについて話してみま

せんか」など 4 種 類 の 冊 子を 制 作し、無 料

でお届けしています。 ご 本人 からのお申込

みはもちろん、医 療 機 関からのご依 頼も多

く、幅広くご活用いただいています。

私 たちが CLI M B® のような直 接 支 援と

並行して医 療者向けの教 育にも取り組んで

いるのは、私 たちが 東 京 で 活 動しているだ

けでは、全 国の 子どもたちに支 援を届けき

れ ないからで す。 地 域 の医 療 者 が、子ども

をもつ患 者さんにどう関われ ばよいかを学

ぶことで、より多くの子どもたちに支 援が届

くようになります。 実 際、こうした医 療者の

働きかけにより、支 援 の輪 が 全 国に広がっ

てきています。

さらに、必要な支 援に出会えない方にもヒ

ントを届けたいと考え、『がんになった親が

子どもにしてあげられ ること』（ ポプラ社 ）

という本も執 筆しました。 子どもへ の 伝え

方や接し方、家庭でできる工夫などをわかり

やすく紹 介しています。「 どうしたらいいか、

自分 で 考えるきっか けになった」という声

もいただいています。 ぜ ひ 多くの方に手に

取っていただけたら嬉しく思います。

2 0 2 2 年には、こうした取り組みが 評 価さ

れ 、公益 財団法人 日本 対 がん協会より「 日

本対がん協会 賞（団体の部）」を受賞しまし

た。これからも、がんとともに生きる親子の

力になれるよう、活動を続けてまいります。

CLIMBプログラムの活動風景④

北海道CLIMB… 気持ちを落ち着かせる方法と

して深呼吸に取り組んでいるところ。（写真上）

秋田CLIMB… 兄弟で参加。（写真下）

CLIMBプログラムの活動風景③

「沖縄の乳腺クリニックでの開催」
マンモグラフィ機器や点滴のしくみの説明を、子

どもたちが真剣な表情で聞いていました。

現 在、東 京・北 海 道・秋 田・福 井 で 
’2 5 年夏休 み CLI M B の参加者を募集
中です。 詳 細は Hope  Tree のホーム
ページ「お知らせ」に掲載していますの
で、ぜ ひお気 軽にお問い 合 わ せくださ
い。 お子さんにとって、きっと楽しく安
心できる時間になると思います。


